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2017年の研究大会は、10月 21日（土）・22日（日）に一橋大学にて開催されます。引き続き、JSSEESと
の合同大会となり、今回は JSSEESの大会開催校が担当します。 
研究大会プログラム（予告版）を送付いたしましたので、多くの会員の皆様のご参加をお待ちしております。

プログラム（確定版）と報告要旨集（大会当日配布）および報告ペーパーは、大会当日に配布するとともに、ロ

シア・東欧学会ウェブサイト（http://www.gakkai.ac/roto）にて 9月中旬以降に随時掲示します。 
 

１．	共通論題 
 共通論題は、「トランプ現象とロシア・東欧地域」をテーマとし、例年通り、第 1セッションの研究報告と第 2
セッションのパネル・ディスカッションの 2部構成となります。ゲストスピカーもお迎えし、豪華な顔ぶれで総
勢 7名が登壇いたします。共通論題の研究報告は論文が、パネル・ディスカッションに関しては記録が学会誌に
掲載される予定です。 
 
２．自由論題報告 
自由論題報告は、例年通り、歴史・思想・文化、政治・外交・安全保障、経済・社会などから成る 3つの分科
会で構成され、JSEESSの 5件を含む 12件の研究報告が予定されています。 
 
３．オンライン参加登録 

学会ウェブサイトにおけるオンライン参加登録は 10月 10日（火）が締め切りとなっております。懇親会の
お申し込みに加えて、報告要旨集や名札などを準備する関係から、事前の参加登録をお願いしております。また、

例年通り、学会ウェブサイトに報告ペーパーを掲示いたします。事前にダウンロードの上、当日、ご持参いただ

きますようお願い申し上げます。パスワードは、送付しました研究大会プログラムに掲示されております。 
 

 
論文、研究ノート、書評の原稿を募集しています。応募締切りは 9月 15日、原稿提出期限は 11月末日で

2017 年度研究大会 プログラム固まる 
10 月 2１日(土)・22 日（日）一橋大学で実施 

『ロシア・東欧研究』投稿募集中 
締め切りは 9 月 15 日 
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す。研究大会における自由論題報告者のみならず、多くの会員の皆様からのご投稿をお待ちしております。また、

投稿時点において 40歳未満の方は、自動的に若手研究者奨励賞（賞状、副賞 5万円）の選考対象となります。
執筆要領については、学会HPまたは学会誌巻末の｢投稿規程・執筆要領｣をご覧下さい。 
学会誌『ロシア・東欧研究』第 45号（2016年版）が刊行されるとともに、第 44号（2015年版）が電子ジ
ャーナル化されました。最新号を除いた 1972年の創刊号から、日本最大級の総合電子ジャーナル・プラットフ
ォーム J-STAGEにて電子アーカイブ化が完了しております。 
学会誌に掲載予定の書評は、学会ウェブサイトに先行掲示を行うこととなりました。また、書評用の書籍は、

事務局ではなく、編集委員会宛に直接ご送付いただきますようお願いいたします。ただし、書評として取り上げ

るかどうかは、編集委員会の判断によります。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

日	 	 時：2017年７月 22日（日）14:00～16:00 
場	 	 所：京都大学経済研究所	 北館会議室 
議	 	 事： 
１．編集委員 
（１）会誌第 45号（2016年版）の発行状況が報告された。 
（２）研究奨励賞の候補論文が提示され、承認された。 
（３）研究奨励賞：上垣彰理事選考委員長より進捗状況が報告された。 
２．事務局報告 
（１）NL34号の発行及び年会費の納入案内送付について報告された。 
（２）2016年度決算について報告され、承認された。 
（３）会計監査について報告され、承認された。 
（４）2017年度予算について報告され、承認された。 
（５）退会者が承認された 
（６）入会者 7名が承認された。 
３．2017年度研究大会 
（１）会場準備状況が報告された。 
（２）プログラム報告がされ、承認された 
（３）共通論題報告が報告され、承認された。 
（４）自由論題報告について報告され、承認された。 
４．2018年度研究大会校について報告があった。 

問い合わせ・申込み先 
ロシア・東欧学会 会誌編集委員会 

〒192-0395 八王子市大塚 359 

帝京大学経済学部 杉浦史和研究室気付 

E メール（勤務先）：fsugiura@main.teikyo-u.ac.jp 

2017 年度第 1 回理事会の議事録より 
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５．JSSEESとの合同について報告され、合同に関する覚書が承認された。 
６．中村泰三先生遺贈について報告された。 

（文責：五十嵐事務局長）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

新入会員（敬称略）	

氏	 名	 所属	 専門分野	 推薦者	

伊藤順二	 京都大学人文科学研究所	 ザカフカス近代史	
林忠行	

ヨコタ村上孝之	

北上光志	 京都産業大学	 テクスト言語学	
林忠行	

雲和広	

佐藤親賢	 共同通信社	 外信部	
兵頭慎治	

松島芳彦	

石井美智也	

King’s College London 
Russia Institute 修士課
程（2017年 9月より）	

現代ロシア外交・安全保障	
名越健郎	

兵頭慎治	

植松苑子	
東京藝術大学美術研究科

修士課程	
後期中世ポーランド美術	

溝端佐登史	

五十嵐徳子	

マムマドフ・アリベイ	
北海道大学文学研究科博

士後期課程	
領土問題、民族紛争	

岩下明裕	

宇山智彦	

里上三保子	
京都大学経済研究所	 研

修員	
ドイツ労働市場・社会政策	

溝端佐登史	

林裕明	
 

	

１．2017 年度年会費納入のお願い 

本年度の年会費をお納めいただいていない場合は、お早目の納入をお願い申し上げます。ゆうちょ銀行以外の

他行（海外を含む）からご送金いただくことも可能ですが、その場合には送金情報にお名前をお入れください。

所属大学名で送金されても、同一大学に複数の会員がおられる場合には、ご本人を特定することができません。	

	

《編集後記》	 1年前にはトランプ氏がアメリカ大統領になるとは予想できませんでした。本年度の共通論題の
テーマは、まさにそのトランプ氏に関係のある「トランプ現象とロシア・東欧地域」です。ロシア・東欧、欧州、

アメリカの専門家が政治、経済、文学、外交など多方面からの報告を行う予定となっております。多数の会員の

皆様のご参加をお待ちしております。（五十嵐）	
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